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。渡期 1lr，臣官組織論と集団煩型論， I経済論叢」第126巻第 1 • 2号，昭和55年7・8月。
2 C 2 ) 第 132巻第1・2号
経営の内部構造に焦点をあてる，経営組織論の誕生と，これまでの研究活動
はこの点から理解される。そして，最近，組織間関係とか，経営と外部の集団



































本稿はまずリトワク=マイアー (E.Litwak & H. Meyer) の関係論を取り
上げる。すなわち i官僚制組織とコミュニティ・プライマリー・グループと
の問の調整の均衡理論J(A Balance Theory of Coordination Between Bu~ 












の E.Litwak and日 Meyer，"A Balance Theory of CoordinalioD Between Bureaucratic 
Organizations and Community Primary Groups ". Adminはstrat問eScience Quarterly， No 






追求(このことを socialcontrolといっている)には， bO と pGの両方が
必要である。社会目的ないし仕事の最適の達成は，双ノ右が「均衡J (balance) 
のとれた「社会的距離J(social dislance)にあるときに実現される。したがっ








































考えると，結局 a~d の四つのケースになるo そのうち a がさきに述べた
価 値 追求能力 社会的距離





同じ場合 { ~ないとき やや近づいている
dあるとき (2) 近づきすぎている
6 ( 6 ) 第132巻第1.2号
(1)， dが同じく(のになる。そして， bとcが中間点ということになる。 rやや
離れている」とか「やや近づいている」は， (1)と(2)の中間の領域または中間の




















pinion Leader)，セッツノレ方式 (5ettlementHouse)， ウ。ォラ y 夕日一集団
(Voluntary A回 ociation)，連絡員 (CommonMessenger)， マスメディア
(Mass Media)，公式の権限 (For1IlalAutho工ity)，委任機能 (DelegatedFunc-
tion)である。次に，これらの方式によるヨミュニケーションに含まれる原理
経嘗と家族 (1) く7) 7 
には，イニゴアティプ(lnitiative)，強さ (Intensity)，きめ細い専門的意見








tionalistic Model， R型 bOと略称する)，人間関係論モデノレ (HumanRela-
tions Model， HR型 bO と略称する)，専門職モデル (ProfessionalModel， 
F型 bOと略称する〉を考えている〈もう一つ， Nonmerit Mode1があげら










































経営と家族 (1) ( 9) 9 
からこそ，このテーマをかかげたのである。しかし，かれらの場合，類型論は
旦タートでしかない。すなわち bOとの関係論において， bOの方の重要性や






















(joint functioning)すべきであるという o しかるに，伝統理論は「独自機能J
(unique function)論であり，また二つの類型についての，自分たもの「補完
























目的 (highlypersonal goal) の場合であるとして，犬が妻白愛情をつなぎと
めようと欲するとき，新車とか毛皮のコートを購入しようとする。重要なこと






























いし「観察される趨勢」とは， bOにおける， pG との密接な接触への関心の
増大である。そして， I重要なこ1--は，権力や統制lの問題が組織にとってとく
12 (12) 第 132巻第1.2号
に重大なことになってきた官僚制化の最終段陪になって，かかる関心が生れて
きたということである。その大規模化，産業的・政治的集権化，大市場への依




















γ(B. Luckmann)の立場であるU かれの所論はョ リトワグ=マイアーのそれ
と全〈趣きを異に Lている。若干パラフレイズしながらみていくことにするω。
3) B. Luckmann.“The Smal1 Life-Worlds of Modern Man，" SQcial Research， No.4 Vol.37， 
1970， pp. 580-596ルッタマンにはE.Hus.serl Q) Ideen zu einer reinen Phaenomenologie und 
Phaenomenologischen Phi!oJ，噌hie，Vol.Iの英訳もあり，かれや.A. Schutzの現象苧の影響ノ






































































っている。ともかく，ノレックマ Yの経営は organizationではなく，むしろ as-
sociationである。マッキーバー(R.Macl ver)の「アソ、ンェイション」は，
組織はもっているが， 人間存在の商が中心になっている (a body of social 
beings as organized)。ノレックマンの場合，人間のいわゆる主体的生活の場面
であるという意味で「職場」なのである。経営も，そこで仕事をするひとびと







4) 渡瀬 浩，アイデンティフィケイ γョンとアイデンティティ， r経済論叢」第129巻第1・2号，
昭和田年1・2月。











の用語であるの。かれは社会を構成する部分社会を，ヴォラ Y タ 1ー のものと，















6) R. Dubin， PersoIl and_ Or伊nJzat阻止 inW. Greenwood(ed)) M叩 agementand Or:g仰日a
tional Behavior Theories， 196-5， pp. 486-489 
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というわけである。多元的社会論とは， もともと，こういうものである C すな
わち，いかなるアソシエイショ γについても，そこでの生活の相対性の認識が
なければならない。同時所属の対象である複数のアソシエイション相互の関係








経営と家族 (1) (19) 19 
までは，少くとも楽観してはいないようであるo
因みに，アメロヵでの，と〈に60年代終りからの離婚率の急増ないし夫婦世





















7) A. Etzioni，“Science and the Future of the Family，" Science， No. 4289， Vol. 196， 29 
April 1977， Editorial Research Reports 00 the “Changing American Family，" .c Q. Inc.， 
















が消失してしまっている。しかも「関係論J(theory of interorganizational re-
lations) という。われわれは，現代流行の組織論や組織間関係論がおも入って
いる「集団論の媛小化」ユ"'の典型とみる。 乙の点から， ノレッグマ γの，組織次
元ではない， col1ectivity次元の関係論の方に， われわれは荷担したいと思う。
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